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令和４年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

 

令和５年２月２８日 

八戸学院幼稚園 

１ 教育・保育目標 

   明るく元気な子       心の豊かな子       自分の考えをもてる子   

（健やかな心と体）    （豊かな感性と表現力）  （物事に主体的に取り組む態度） 

 

     健 康                アート              遊 び 

・適切な生活習慣      ・自然とのふれあい      ・好きなことに取り組む 

・運動遊び・外遊び     ・音楽            ・友だちと遊ぶ      

・食育           ・造形活動          ・自分で考える・工夫する 

・いのちの教育・安全教育  ・絵本や紙芝居        ・他者に気持ちを伝える 

・特別支援  

２ 令和４年度の重点目標 

① 教職員の資質向上と「子ども一人一人を大切にした教育・保育」を目指す。 

② 幼保連携型認定こども園として教育・保育環境のより一層の充実を図る。 

３ 保護者アンケート結果 

 本園の教育・保育活動に関するアンケート調査を実施した（回答者 139名）。ほぼすべての項目に

ついて平均が 4.5 点以上と高い評価が得られたが、保護者との連携に関する評価が比較的低く、ま

た具体的な要望も多かった。保護者にとっては最も身近で具体的な内容であることが、この結果に

つながったと思われる。ひとつひとつ丁寧に検討し、対応していきたい。なお、令和 3 年度に多か

った HPの更新や写真の販売に関する要望は見られず、この点は改善できたものと思われる。 

４ 教職員自己評価結果 

 全教職員を対象として、自己の教育・保育活動を振り返る自己評価を実施した。 

評価の基準は人それぞれだが、子ども一人一人との丁寧なやり取り（「教育と保育の配慮」）と安

心・安全な環境づくり（「保健・安全管理」）については達成できている（と考える）職員が多く、「保

護者への対応」も達成度が高かった。保護者アンケートの結果と考え合わせると、重点目標に掲げた

「子ども一人一人を大切にした教育・保育」はかなり達成していると言ってよいと思われる。 

一方、達成できていない（と考える）職員が多かったのは、保育の情報収集など「資質向上」の 3

項目、計画的な環境の構成（「保育の基本」）、教育の意図の説明（「保護者への対応」）である。資質

向上のための研修の受講が進んでいるにも関わらず、こうした自己評価につながったのは、研修の

成果を自己の保育・教育実践へと自覚的につなげるための余裕がないことが一因と思われる。 
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５ 学校関係者評価委員による評価 

（保護者との連携について） 

・保護者に対して、教職員に対しての分析を細かく書面にしていて驚いている。むしろ、ここまでし

なくても良いかなと思う。 

・おたよりについては、幼稚園は親切だと思う。小、中学校と進んでいくとどんどん不親切になって

いる。確認などの電話をしてはいけないと思っている保護者がいるかもしれないので、そこを伝

えたら電話しやすいのではないか。 

・手紙はあまり長いと読まない方がいる。イラスト入りで分かりやすいという意見があったので、

そういった伝え方が良いのではないかと思う。 

（給食について） 

・自分が保護者の時代、下の子の時は試食会で保護者と一緒に食べたが、決して悪くなかった。保育

クラスと教育クラスの食の違いなどが分かればいいのかなと思う。 

・給食への不満については、特に対応しなくてもいいのではないか。親の見方、考え方が狭くなった

と感じる。 

６ 総合的な評価 

① 教職員の資質向上と「子ども一人一人を大切にした教育・保育」 

（評価）B＋ 

（理由）「子ども一人一人を大切にした教育・保育」については、自己評価からも保護者アンケー

トの結果からも Aと言ってよいが、資質向上については自己評価が低い教職員が多かった。 

② 教育・保育環境のより一層の充実 

（評価）A 

（理由）保護者アンケートの結果から、前年に見られた要望が改善されていることが分かった。ま

た、学校評価委員による評価も高かった。 

７ 次年度に向けての課題 

 保護者アンケートと自己評価の結果を踏まえ、行事の内容や時期の見直し、ICT の活用、職員配

置の見直し等によって職場環境にゆとりを生み出し、それを保育・教育の充実につなげるのが困難

ではあるが、最大の課題といえる。 


